
平成19年 2月 1日 恵み野北町内会

新
年
を
迎
え
て

答
長
挨
せ

詣

塞

長

長

屋

幸

成

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
、
会
員
皆
様
方
の
町
内
会
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
町
内
会
の
運
営
を
滞
り
な
く
推
し
進
め
、
初
期
の
目
的
を
達
す
こ

と
が
出
来
た
も
の
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
従
来
か
ら
の
恒
常
事
業
に
二
つ
の
事
業
を
付
け
加
え
て
町
内
会

事
業
を
運
営
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
に
つ

い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
　
地
震
対
策
隊
の
編
成
人
員
の
充
足
と
教
育

・
訓
練
の
実
施
に
よ
る

能
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
五
十
四
名
の
充
足
人
員
を
持

っ
て
、
「傷

病
者
等
の
応
急
手
当
」
「応
急
担
架
の
作
成

・
患
者
の
搬
送
」
「非
常

用
備
蓄
糧
食
の
炊
飯

。
給
食
」
「放
送
塔
及
び
無
線
塔
の
操
作
」
習
心

庭
市
主
催
の
キ
ッ
ズ
防
災
キ
ャ
ン
プ
ヘ
の
参
加
」
冨
心庭
市
主
催
に

よ
る
避
難
訓
練
の
実
施
」
等
々
、
十
二
日
間
の
教
育

・
訓
練
を
行
い

初
期
の
目
的

。
日
標
を
十
分
に
達
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
　
北
町
内
会
の
現
況
に
対
す
る
高
齢
者
対
策
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

各
方
面
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で
の
厚
生
福
祉
部
を
文
化
厚
生

．

部
に
改
正
し
て
、
新
た
に

「老

。
若
を
合
わ
せ
た
身
体
不
自
由
者
」

を
対
象
と
し
た
福
祉
活
動
を
行
う
目
的
で
、
部
長
以
下
八
名
の
要
員

をも
って、コ押雲珊
ご遊新設
いたしました。

）今
年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
す
が
、
個
人
情
報
に
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

個
人
情
報
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
勿
論
遵
守
し
ま
す
が
、
何
で
も

個
人
情
報
と
し
て
騒
ぐ
人
が
お
り
ま
す
。
「
町
内
会
の
意
義
＝
お
互

い
に
助
け
合
う
」
を
真
摯
に
考
え
て
ご
協
力
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
郵
政
民
営
化
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い

「簡
易
保
険
の

団
体
払
い
込
み
制
度
」
の
継
続
に
対
し
て
、
日
本
郵
政
公
社

（窓
回
は
郵

便
局
）
か
ら
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
条
件
が
各
町
内
会
等
に
示
さ
れ
、

恵
庭
市
六
十
二
町
内
会
の
う
ち
、
こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
恵
み
野
北
町

内
会
だ
け
が
継
続
を
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡
易
保
険
担

当
の
係

（会
計
副
部
長
、
集
金
人
さ
ん
）
の
努
力
の
成
果
で
し
ょ
う
。

※
　
団
体
払
い
込
み
制
度
の
利
率
等
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と

団
体
払
い
込
み
制
度
を
活
用
す
る
と
、
簡
易
保
険
加
入
者
の
利
率

（割
引
率
）
は
、
約
４
．
３
～
５
．％
と
な
り
、
町
内
会

へ
の
手
数
料
は

０
．～
０
．％

（平
成
十
八
年
で
約
五
十
三
万
円
）
と
な
り
、
町
内
会
は

こ
の
資
金
で
街
灯
の
整
備
と
か
親
睦
懇
親
会
の
運
営
費
町
内
会
運
営

資
金
の

一
部
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
。

団
体
払
い
込
み
制
度
の
活
用
が
な
く
な
る
と
、
簡
易
保
険
加
入
者

の
利
率
は
、
約
‐
・
２
％
～
‐
・％
と
な
り
、
町
内
会
へ
の
手
数
料
は
○
と

な
り
ま
す
。

少
し
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
会
会
員
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
事

を
記
述
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
年
も
変
わ
ら
ず
の
ご
協
力
を
宜
し
ぐ
お

願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
町
内
会
会
員
皆
様
方
の
更
な
る
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
町
内

会
会
一́て）
し
て
の
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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専門部のす部改正及び新設について
会則第 5:条  この会に次の役員をおく。iの二部を次の通り改正する。
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平
成
十
九
年
度
の
第

一
回
役
員
会
が

一
月
十
四
日
恵
み
野
北
会
館
で
行

わ
れ
、
今
年
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
三
年
目
と
な
る
長
屋
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
役
員
紹
介

（今
年

度
役
員
名
簿
は
添
付
資
料
を
参
照
し
て
下
さ
い
）
の
後
、
議
長
に
渡
邊
副

会
長
を
選
出
し
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

新
区
長
さ
ん
の
具
体
的
役
割
の
説
明
を
中
心
に
会
議
は
進
め
ら
れ
、
予

定
の
二
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
次
の
と
お
り

一
、
平
成
十
九
年
度
北
町
内
会
事
業
計
画

区
長

・
班
長
の
業
務
説
明

道
町
内
会
連
合
会
共
済
加
入
及
び
共
済
金
の
支
払
い
　
　
　
　
　
　
　
―

簡
易
保
険
取
扱
事
務
の
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

恵
み
野
北
会
館
の
使
用
方
法

五 四 三 二

熟
醒

第
一
回
役
員
会
実
施
さ
れ
る
黎
輻

為
鶉
０



平成18年度 恵み野北町内会

地震対策部

紹活動の一部 介

人工 呼吸訓練

人形を使った自動体外除細動器 (AED)に よる救命研修
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【お詫び】3ページは、「地震対策隊名簿」です。個人情報保護のため、掲載していません。
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避 難 訓 練 の 景 況
(平成18年 9月 1日 に実施、参加者=79名 )

非難勧告 (7組で実施) 避難所への移動中 (一部)

避難所での受付けの一部 (恵み野会館) 避難所での受付後のチェック (恵み野北会館)

避難所での休養 (恵み野会館) 避難所での休養 (恵み野憩いの家)
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☆赤ちゃん誕生☆

手子直樹さんの長男 優翔 (ユウト)ちゃん H18.11.23 Jヒ 5

葺みギ慕紫燥器叢料※ギ慕紫※葉絆灘 巻※ギ慕紫※蕪絆餅

(恵み野北会館) 昼食 (非常食=アルファ米と豚汁)の盛り付け。
恵み野会館と恵み野北会館で昼食を摂る。

槃お轟狩梅率排邸繰X痺狩本x拳排辮 お痛巻本x巻株躁

: メ

避難所での休養

昼食中の避難者 昼食中の避難者

お4ヤみやkあげます
H18。 11。 22  Jヒ 1
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